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 学校がやっと始まり、元気な声が聞こえるようになりました。みなさん、少しずつ頑張って行きましょう。地域の

先生方、通級の先生方今後もどうぞよろしくお願いします。 

マスクをする人がほとんどとなりました。聞こえにくい人たちは、口や表情が見えないことで、相手が何を言おう

としているのか判断できず、大変困っています。今回は、お問い合わせが多いフェイスシールドと、透明マスクにつ

いて、簡単に作れる方法をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②、③角の硬い所をはさみで切ってから、角を丸くします。 

硬いので気をつけて！！ ① 硬めで透明のカードケースを用意します。 

④パンチで穴を開けて… ⑤隙間テープを貼ります 
⑥隙間を作るために、両サイドに隙間テープを 

重ねます。これはお好みで 

隙間テープの重ね方は、実際に自分で 

合わせてからがおすすめです。 

⑦ひもを通して、反対側にコ

ードストッパーを通します。 

 

不器用でおおざっぱな教員 Aが 

作ってみました。材料は、すべ

て１００円ショップで購入でき

るものです。 

（道具は、はさみとパンチ） 

 
  

  

コードストッパー 隙間テープ A4の硬質カードケース からーひも 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 半透明ではなく、透明のクリアファイルを購入します。（１００円ショップ） 

② 袋状になっている方を利用して、②の様に切りましょう。 

③ こんな感じに切り取って 

④ 切り込みを入れ、パウチで穴を開けます。 

⑤ 切り込み部分を重ね、セロハンテープで止めます。この時自分の顔に合わせながら貼ると良いでしょう。 

ゴムは、細めのヘアゴムにしました。 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

Youtubeや、テレビ等を参考に作って

みました。聾学校では暑さ対策で形をア

レンジしたり、キッチンペーパーをはさ

んだりして、子供たちに見やすいよう

に、工夫して授業で使っている職員もい

ます。 

ポイントは自分の顔に合わせることで

す。あっという間にできましたので、参

考にしてください。 

 先生の顔が見えると、「わー先生だー。」と笑顔になりまし

た。最近よく聞くことばについて話しました。 

保護者からは、「簡単で、先生の顔も見えて、いいです

ね。」と好評でした。 


